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豚
肉
輸
入
と
通
商
法
と
の
関
係
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

一 
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
合
意
時
、
政
府
は
豚
肉
輸
入
に
関
し
「
関
税
が
発
効
後
十
年
目
に
従
量
税
五
十
円
／

ｋ
ｇ
・
従
価
税
無
税
に
削
減
さ
れ
る
が
、
引
き
続
き
『
分
岐
点
価
格
で
課
税
額
が
最
小
に
な
る
』
仕
組
み
は
維
持
さ
れ
て
お

り
、
基
本
的
に
は
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
輸
入
が
行
わ
れ
る
と
想
定
。
」
と
説
明
し
て
い
た
。 

 

１ 

今
年
度
か
ら
従
量
税
部
分
が
七
十
円
／
ｋ
ｇ
と
な
っ
た
。
本
日
、
確
報
が
公
表
さ
れ
る
今
年
四
月
分
の
貿
易
統
計
に
お

い
て
、
基
本
的
に
は
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
輸
入
が
行
わ
れ
て
い
た
か
。
統
計
上
の
数
字
を
提
示
の
上
、
答
弁
あ
り
た
い
。 

 

２ 

発
効
後
十
年
目
に
従
量
税
部
分
が
五
十
円
／
ｋ
ｇ
と
な
る
場
合
で
も
、
基
本
的
に
は
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
輸
入
が
行
わ

れ
る
と
想
定
し
て
い
る
か
。 

二 

一
般
的
に
通
商
法
に
お
い
て
、
「
可
変
輸
入
課
徴
金
」
と
は
、
輸
入
貨
物
に
課
せ
ら
れ
る
一
種
の
課
徴
金
で
あ
っ
て
、
そ

の
金
額
が
個
別
の
法
令
上
又
は
行
政
上
の
措
置
を
要
し
な
い
仕
組
み
に
よ
り
自
動
的
に
絶
え
ず
変
化
し
、
か
つ
、
不
透
明
で

予
測
不
可
能
な
も
の
、
「
最
低
輸
入
価
格
」
と
は
、
輸
入
貨
物
の
価
格
と
し
き
い
値
価
格
と
の
差
額
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ

る
関
税
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
輸
入
貨
物
が
当
該
し
き
い
値
価
格
を
下
回
っ
て
国
内
市
場
に
入
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
す
る
措
置
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
府
は
累
次
答
弁
に
て
、
豚
肉
の
差
額
関
税
制
度
は
「
可
変
輸
入
課
徴



 

２ 

 

金
」
に
も
、
「
最
低
輸
入
価
格
」
に
も
当
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
。 

 

１ 
差
額
関
税
制
度
は
以
下
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
ら
、
可
変
輸
入
課
徴
金
に
当
た
ら
な
い
の
か
。
要
件
毎
に
具
体
的
な

制
度
に
即
し
て
答
弁
あ
り
た
い
。 

 
 

ア 

輸
入
貨
物
に
課
せ
ら
れ
る
一
種
の
課
徴
金
で
は
な
い
。 

 
 

イ 

そ
の
金
額
が
個
別
の
法
令
上
又
は
行
政
上
の
措
置
を
要
し
な
い
仕
組
み
に
よ
り
自
動
的
に
絶
え
ず
変
化
し
な
い
。 

 
 

ウ 

不
透
明
で
予
測
不
可
能
な
も
の
で
は
な
い
。 

 

２ 

差
額
関
税
制
度
は
以
下
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
ら
、
最
低
輸
入
価
格
に
当
た
ら
な
い
の
か
。
要
件
毎
に
具
体
的
な
制

度
に
即
し
て
答
弁
あ
り
た
い
。 

 
 

ア 

輸
入
貨
物
の
価
格
と
し
き
い
値
価
格
と
の
差
額
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
関
税
を
課
し
て
い
な
い
。 

 
 

イ 

輸
入
貨
物
が
し
き
い
値
価
格
を
下
回
っ
て
国
内
市
場
に
入
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
措
置
で
は
な
い
。 

三 

衆
議
院
議
員
緒
方
林
太
郎
君
提
出
差
額
関
税
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
二
〇
七
第
三
号
）
の

「
二
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
累
次
政
府
答
弁
に
あ
る
よ
う
な
差
額
関
税
制
度
の
「
機
能
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
七

月
に
農
林
水
産
省
が
開
催
し
た
「
平
成
十
七
年
度
第
一
回
養
豚
問
題
懇
談
会
」
で
説
明
し
た
こ
と
が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
っ



 

３ 

 

た
。 

 

１ 
同
懇
談
会
以
降
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
交
渉
開
始
ま
で
の
間
、
対
外
的
に
そ
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
他

の
事
例
は
あ
る
か
。 

 

２ 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
発
効
以
降
、
同
懇
談
会
ま
で
の
間
、
対
外
的
に
そ
の
よ
う
な
説
明
を
し
た
他
の
事
例
は
あ
る
か
。 

 

３ 

政
府
は
、
差
額
関
税
制
度
の
「
機
能
」
に
関
し
、
常
に
同
懇
談
会
で
行
っ
た
よ
う
な
説
明
を
対
外
的
に
し
て
き
た
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


